
（議長） 

次に、町長より行政報告の申し出がありますのでこれを許可致します。 

 

「町長」 

議長。 

 

（町長） 

町長。 

 

「町長」（行政報告） 

初めに、令和７年度江差町各会計決算見込みについてご報告申し上げます。 

令和７年度の各会計につきまして、れ、５月末をもって出納閉鎖を致しましたので、決

算見込みについてご報告申し上げます。 

一般会計の決算見込みにつきましては、歳入総額７３億５，９７１万円に対し、歳出総

額７１億１，３０９万１千円となり、歳入歳出差引２億４，６６１万９千円となりました。

このうち繰越明許費の繰り越しにより、翌ね、翌年度へ繰り越すべき財源として２，２０

３万８千円を差し引いた後の実質収支が２億２，４５８万１千円となりました。 

じしすしゅ、実質収支の額については、地方自治法第２３３条の２但し書きの規定によ

り、１億２千万円を財政調整基金に積み立てし、残額１億４５８万１千円は、令和８年度

に繰り越し致しました。 

財政調整基金の処分につきまして、は、３億円を繰り入れる議決を頂いていたところ、

予算執行状況を踏まえ２億円の繰り入れに抑制することが出来ました。これにより、令和

７年度末残高に決算剰余金積立額を加えた財政調整基金現在高については、２１億７，５

６８万８千円となりました。 

令和７年度最終予算額７７億６，７１３万円と比較しますと、歳入において４億７４２

万円の減、歳出において６億５，４０４万円の減となりましたが、主な要因としましては、

歳入では町税や地方交付税交付金が当初見込みを上回った一方、翌年度繰越や事業実績等

により地方債収入が減少したこと、歳出では、消防車両購入に係る行政組合分担金が、え

ー国庫し、補助金の収入により、町の負担減に繋がったことのほか、負担金事業や各種事

業における実績が当初の見込みを下回ったことが、収支の結果に繋がったものと分析して

おります。 

以下、各会、えー各特別会計の決算見込みにつきましては、別紙の通りとなっておりま

すことから説明を割愛させて頂きます。 

次に令和７年度江差町水道事業会計決算概要についてでございます。 

令和７年度の水道事業会計につきまして、３月末をもって決算を致しましたのでその概

要についてご報告申し上げます。 

当年度の損益計算において営業収益で２億３，９８３万８千円、営業費用では２億８，

４６４万９千円となり、４，４８１万１千円の営業損失となるものです。また営業外収益

は２億１５１万８千円、営業外費用では２，６４３万７千円となり、１億７，５０８万１

千円の利益を生じ、え、営業損失と合わせて１億３，０２７万円の経常利益となり、これ



に当年度の特別損益３０万７千円を加えた１億３，０５７万７千円が純利益となるもので

ございます。 

本決算により、当年度純利益１億３，０５７万７千円に、前年度の繰越利益剰余金７億

４，６３０万３千円を合わせた８億７，６８８万円が利益剰余金となるものでございます。

また、貸借対照表につきましては別紙資料の通りとなっておりますので割愛させて頂きま

す。 

えっ次に、令和７年度江差町公共下水道事業会計決算概要についてでございます。 

令和７年度の公共下水道事業会計につきまして、３月末をもって決算を致しましたので

その概要についてご報告申し上げます。 

当年度の損益計算において営業収益で３，６７０万６千円、営業費用では１億７，８５

１万１千円となり、１億４，１８０万５千円の営業損失となるものです。また営業外収益

は２億４，３３５万円、営業外費用では２，４４８万円となり、２億１，８８７万円の利

益を生じ、営業損失と合わせて７，７０６万５千円の経常利益となり、これから同年度の

特別損益５３万、あっ失礼しました。３５万３千円を加えた７，７４１万８千円が純利益、

利益剰余金となるものでございます。また貸借対照表につきましては別紙の、別紙、資料

の通りとなっておりますので割愛させて頂きます。 

え、最後に寄附採納についてご報告申し上げます。 

令和８年４月２２日、札幌市在住の関村佳紀様より、新・道の駅整備事業に活用して頂

きたいと現金１０万円のご寄附がございました。頂いたご厚志につきましては、江差町か

もめ島交流拠点づくり基金に積み立てし、（仮称）道の駅かもめ島整備事業に活用させて頂

きます。 

次に令和８年５月１日、北の江の島事業推進のための企業版ふるさと納税として、ご寄

附がございました。頂いたご厚志につきましては、（仮称）道の駅かもめ島整備事業に活用

させて頂きます。なお、企業様のご意向により企業名及び所在地、ご寄附額の公表を控え

させて頂きます。 

え、次に、えー令和８年５月１日新・道の駅す、整備事業推進のためにご寄附がござい

ました。頂いたご厚志につきましては、（仮称）道の駅かもめ島整備事業に活用させて頂き

ます。なお、寄附者、さ、様のご意向により氏名及び寄附額の公表を控えさせて頂きます。 

え、次に令和８年５月２７日、江差町字桧岱２０７番地４、江差経済同友会 会長 小

笠原弘様より江差町の経済活動の振興発展のためにと、現金２１３万９，６１２円のご寄

附がございました。頂いたご厚志につきましては、団体様のご意思に沿って、新しい道の

駅の整備を踏まえた上町・下町商店街との連携など、地域経済の振興発展に繋がる事業へ

の活用を図るため、江差町かもめ島交流拠点づくり基金に積み立てするとし、本定例会に

補正予算を提案しております。 

え、次に令和８年５月２９日、函館市石川町５４０番地１１、株式会社、株式会社ＨＳ

Ｓ 代表取締役 鈴木真人様より北の江の島事業推進のための企業版ふるさと納税として、

現金２０万円のご寄附がございました。頂いたご厚志につきましては（仮称）道の駅、え

ーかもめ島整備事業に活用させて頂きます。 

次に、令和８年５月２９日、北斗市七重浜７丁目１０番地８号、矢口港湾建設ヤグチダ

イバー株式会社 代表取締役 矢口政のぶ様より、政則様より、え、栽培漁業推進のため



の企業版ふるさと納税として、現金３００万円のご寄附がございました。矢口港湾建設ヤ

グチダイバー株式会社様からは、５年連続同額のご寄付を頂いており、回遊性魚種のし、

資源変動に左右されない当町に適した栽培養殖漁業を確立するため、豊かな前浜作りプロ

ジェクトに、の、プロジェクトの一環として、本定例会に補正予算を提案しております。 

以上、ご寄附がありましたことをご報告申し上げますとともに、改めてご厚志に厚くお

礼申し上げます。 

 

（議長） 

以上で、行政報告を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


